
わ ん せが
1・2月号

おいしい～

2026年（令和8年）がスタートしました。

昨年も保護者のみなさまには、わがんせの活動に温かいご支援をいた

だきましたこと、心より感謝申し上げます。

さて、今年の干支は『丙午（ひのえうま）』です。情熱や強さの象徴

でありこれまでの努力や準備が飛躍的に実を結ぶ年と言われています。

みなさまにおかれましてはどのような新年を迎えられたでしょうか？

わがんせでは「万事ウマくいく」といった明るい気持ちで、今年も活動

を進めてまいりたいと思います！

今年もどうぞよろしくお願いいたします。

私はコレ！

成田山・野原八幡宮・四王寺神社へ一年の

無事・平安・幸せをお願いしてきました。

初詣

お楽しみ弁当

成田山

野原神社

四王寺神社
お参りの後に

おみくじを引

く人も。

参拝の前に手水舎での様子

年末最終日に大掃除を行いました。

隅々までキレイにした後は、自分で選んだお弁当を食べました。

ハンバーグ・お好み焼き・とんかつ・ピザ

みなさん熱心にお参りされていました。

今年も笑顔あふれる一年

でありますように・・・
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イオンモール大牟田でお買い物をした後、

フードコートで昼食を食べました。

職員紹介

鬼との直接対決

豆まき

仲間ひとり、ひとりから

お祝いの言葉に笑顔で、

応える赤嶺さんでした。

おめでとう！

幼い頃の赤嶺さん

えい

鬼さんボウリング
鬼の姿をした

ピンにボール

を投げての

鬼退治

鬼と一緒に!

ハイポーズ

2月3日に豆まきを行いました。

節分は悪いことを鬼にたとえて追い払い、幸せを呼ぶ行事。

わがんせでは「鬼は外！福は内！」と元気よく豆をまい

たり、鬼さんボウリングゲームで鬼を倒して追い払う事が

出来たようです。 鬼は外！福は内！

1月16日、赤嶺陸斗さんの成人

のお祝いをしました。

飯田仁美湯村優美子松島由佳

研修報告 ―堺市の現状から学んだことー

ＮＰＯ法人花梨の家

事務局長 飯田崇史

先日、大阪で開催された「きょうされんアドバンス研修」に参加しました。研修

では、社会福祉法人コスモス理事長の墨光子さんのお話を伺う機会がありました。

冒頭では、堺市の現状について説明がありました。堺市は人口81万人（2023年度）

に対し、生活介護115事業所、就労継続支援B型200事業所、グループホーム123事業

所、入所施設5事業所が展開されています。そのうち、生活介護の36％、就労B型の

48％、グループホームの57％を営利企業が運営しているとのことでした。

企業イコール悪ではないものの、突然の事業閉鎖や、「障害が重い」ことを理由

に利用を断る事業所が増えている現状に、強い危機感を抱いておられました。

一方で、社会福祉法人やNPO法人などの非営利法人は増えていないのが実情です。

営利法人は利益を目標に、投資として資金や人材を集めやすく、事業展開を進めや

すい構造にあります。しかし非営利法人は利益を目的としないため、資金や人材の

確保が大きな壁となり、結果として事業所数が伸び悩んでいるとの指摘がありまし

た。

介護保険制度や障害者自立支援法の導入以降、福祉は「サービスの対価」として

の側面が強まり、事業者は競争原理の中での生き残りを考えざるを得なくなりまし

た。

営利企業が採算性を理由に早期撤退し、利用者が行き場を失う事例も見られる中

で、非営利事業者は何を大切にして事業を行うのか。その理念を明確にし、実践し

ていくことが、地域から信頼される事業所づくりにつながると強く感じました。

1月から働かせて

いただいてます。

早く、みなさんと

仲良くなれるよう

に頑張ります。

よろしくお願いし

ます。

1月から主任に

就任いたしま

した。

一生懸命頑張

ります。

よろしくお願

いします。

フードコートにて

注文して

一緒に歌ったGReeeÑのキセキは

盛り上がりました。

会計も自分で。

どれにしようかな・・・

12月より、相談支援

センターわっしょい

の相談員をすること

になりました。

出逢いを大切に成長

できるよう頑張りま

す。よろしくお願い

致します。


